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１．米作農家の 

将来は 

近年、米価が下落し、米作農家の経営が非常に厳しい 

状況です。大規模・小規模に関わらず、米価が生産コスト

を下回っており、すでに経営努力の範囲を超え、構造的に

継続不可能な状態に陥っています。このままでは、離農者

が増え、多くの水田が耕作放棄地となることが想定され 

ます。 

また、全国的には米の需要の減少、米余りと言う状況で、

国は米より飼料用作物の栽培を推進しています。 

以上を踏まえ、杉戸町の米作りについて以下伺います。 

（１）農地を拡大して効率アップさせる、農地耕作条件 

改善事業の進捗状況は、どうなっているのか。 

（２）米作農家の高齢化が急速に進行しており、「この後、

誰がこの田んぼを継いでくれるのか。」といった声を

耳にします。優良農地を保全するためにも、耕作放棄

地にしないためにも、後継者問題について、町はどの

ように考えているのか。 

（３）地産地消等により、米の消費量を拡大する対策が 

必要と考えるが、町の見解は。 
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